
１．章見出し（緒　言）（11pt）
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このテンプレートはMicrosoft Wordを用いて，日本冷凍空調学会論文集に投稿する論文を記述するためのものです．「執筆要綱３．執筆規定」を参考にして，作成してください．論文中の日本文は明朝体10pt，英文はTimes New Roman10ptを使用してください．本文は，2段枠組みとして，１ページの行数は44行，１行の字数は全角21文字として下さい． 

本文の最初および行を変えた場合の本文の書き出しは，全角1文字分の空白を設けて下さい．


文献の引用番号は，全角文字を使うときれい

に仕上がります．たとえば，例１），例２－４）のように書いてください． 
10pt１行あける

２．章見出し
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2.1□節見出し

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

2.1.1□項見出し

テンプレートの様式に従いCorresponding Authorの連絡先（FAX，Email)を所定の欄（本文1ページ左下フッター部分）に記載してください．

(a) 小見出し□□小見出しの後に２文字分のスペースをあけて本文を書き出してください．
３．数　式

数式は式番号の行の書式で，段落の前後に10pt 0.5行の間隔をあけてください．
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(6)

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
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(7)

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
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Fig.1□Experimental apparatus

 (Times New Roman 10pt)
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Table 1□Experimental condition

 (Times New Roman 10pt)
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○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
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Summary (Times New Roman Bold 11pt)


　An experimental investigation was performed to determine ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（最初の半角2文字分あけて書き始める.150～200語程度.Times New Roman 10pt.）○○○○
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Key words : Heat transfer, Thermal storage, Evaporation, Condensation, Refrigeration (5～8語句程度)
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カラーの表等は，著者からの申し出がない限り，全て白黒にて印刷します．


表内の文字は英語を用い,大きさは9pt以上としてください．
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カラーの図等は，著者からの申し出がない限り，全て白黒にて印刷します.


図，写真内の文字は英語を用い,大きさは9pt以上としてください．
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